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お わ りに

はじめに

タイルの歴史は文明の暁にまで遡 る。その長い歴史の中で,19世 紀 を中心 とする近代イギ リ

スでの展開は,タ イルの美的価値 を再認識 させ,生 産技術の革新的開発 は,世 界をリー ドする

産業 をも成立させている。 これまでの近代 イギリスの装飾タイル研究は,タ イルの歴史変遷 と

ともに,文 様表現,生 産技法,生 産業者等 を明 らかにしてきた1)。また実際的空間表現 として

は,著 名建築家 ・デザイナーによるものや,教 会,公 共建築,大 邸宅等の,タ イルを主な表現

手段 とした作例 を取 り上げ2),タ イルの美的価値や表現の豊か さを明 らかにしている。しか し,

近代 における装飾タイルの特徴 は,こ うした特別な場所や一部の唯美主義者の問だけではな く,

一般の生活空間(住 宅)に も
,様 々な表現 ・空間を提供した点 にもある。近代装飾タイルの絶

頂期 は,住 宅建設が盛んに行われた時期 と一致 している。社会 ・経済的にも力をつけてきた中

産階級は,職 場 とは分離 した住 まいをもちはじめ,ハ ウジング ・ブームが到来する。中産階級

向けの新 しい住宅様式が模索される中で,装 飾タイル も様々なスタイルで生活空間に取 り入れ

られている。

ヴィク トリア時代 に繁栄を極めたグラスゴーとその周辺地域では,都 市の住宅スタイル とし

て 「テナメン ト(Tenement)」 と呼ばれる3,4階 建てのアパ ー ト形式の集合住宅が発達 し

た3)。テナメン トを構成する各住戸へのア クセス方法は,2階 以上へは外部 に階段 を設ける等,
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時 代 や 地 域 に よ って 様 々 な形 式 が と られ て い た 。 グ ラ ス ゴー や そ の周 辺 地 域 で は,19世 紀 後 半

頃 か ら建 物 の 内 部 に 「ク ロ ー ス(close)」 と呼 ばれ る共 同 通 路 と階 段 を設 置 す る形 式 が 中 心 と

な り,内 部 に 長 く続 く通 路 空 間 が で き あ が った 。 この ク ロ ー ス の 壁 面 は,最 初 は漆 喰 にペ ン キ

を塗 る程 度 で あ った が,タ イ ル産 業 が 進 展 して くる1890年 代 か らタ イ ル装 飾 が 施 され,地 元 の

人 々 の 間 で 「ワ リー ・ク ロ ー ス(wallyclose)」 と呼 ば れ る よ う に な っ た。 「ワ リー 」 は ス コ

ッ トラ ン ド特 有 の 言 葉 で 厂陶 器 の,陶 タ イ ル を並 べ た 」 とい う意 味 で4),全 体 で 「タ イ ル を並

べ た 共 同 通 路 」 を意 味 し て い る。 この 頃 か ら1910年 代 まで の 間 が,テ ナ メ ン ト建 設 が最 も盛 ん

に行 わ れ た 時 代 で,同 時 に様 々 な タイ ル 装 飾 が ク ロー ス に施 され た 。 一 棟 に ク ロ ー ス は3つ か

ら5つ あ る こ とか ら,相 当 数 の ワ リー ・ク ロ ー ス が こ の地 域 に 存 在 した こ と に な る。 従 って,

ワ リー ・ク ロ ー ス は,当 時 の テ ナ メ ン ト住 宅 を特 徴 づ け る と同 時 に,こ の地 域 を も特 徴 づ け る

もの で あ った と言 え る。 さ ら に,こ の ワ リー ・ク ロー ス は 「中 産 階 級 の テ ナ メ ン トに あ って,

労 働 者 階級 の テ ナ メ ン トに は な い 」,「ワ リー ・ク ロー ス の あ る テ ナ メ ン トに 住 む こ とは一 種 の

社 会 的 ス テ イ タ ス を 示 す」5)等と言 わ れ て お り,当 時 の 階 級 意 識 を も反 映 して い る。 本 論 で は,

こ う した 様 々 な 側 面 を もっ ワ リー ・ク ロ ー ス を取 り上 げ6),一 般 住 宅 に見 られ る近 代 装 飾 タ イ

ル の 一状 況 を提 示 す る と と もに,台 頭 して くる 中産 階 級 との 関 係,さ らに,住 空 間 の 中 で の 装

飾 タ イ ル に対 す る 当 時 の 価 値 ・認 識 に つ いて も考 察 を試 み た い 。

1.テ ナメン トとワリー ・クロース

テナメン トは,国 や地域によっては,下 層民の

安アパー トとか,大 都市の人口の密集 した貧困地

帯の集合住宅を意味する場合 もある。本論で対象

とするグラスゴーとその周辺地域においても,は

じめは労働者階級の住宅 として,衛 生管理や急激

な人口増加に対処するために建設されていった も 図1テ ナ メ ン ト住 宅

のである。 しかし,徐 々に都市の住宅スタイル として中産階級にも受け入れ られ,19世 紀末か

ら20世紀初頭 にかけて中産階級向けのテナメント建設が進み,高 級テナメン トも街の西部,南

西部 につ くられた(図1)。 この時期 に建て られたテナメン トに,本 論で対象 とするワリー ・

クロースをみることができる。

ワ リー ・クロースには,基 本のスタイルとして両壁面 にタイル装飾が施 されている。タイル

装飾 は,152㎜ 四方の正方形タイルか,75㎜ ×152皿皿の長方形 タイルで構成 され,壁 面の下から

160cmぐ らいの高さまで貼 られている。タイル壁面の上部 に文様 のあるタイルを使 って装飾ボ

ーダーを形成 し
,そ の他の部分は無地のタイルを使用 しているものが多い。そして,タ イル壁
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図2テ ナ メ ン トの通路装 飾 図3テ ナ メ ン トの入 口 図4ウ ォル ター ・ク レイ ン,「 ご婦人

の 応 接 間 」(ClarenceCook,The

HouseBeautlfulの 口絵 よ り)

面のすぐ上の部分には,ス テンシル装飾が壁に施 されている場合 もある(図2)。 また,タ イ

ル壁面の最上部には,全 体で くり形(モ ールディング)を つ くるような形のタイルがつけられ,

壁面装飾 によ くみ られる腰羽目の形式を とってい る7)。タイルの装飾部分は,一 枚一文様の単

一装飾や
,並 列することにより連続文様 となるもの,数 枚で一つの文様 を構成するものがある。

また,無 地で色の異なったタイルが,並 べ方によりパターンをつ くっているものもある。ワリ

ー ・クロースは壁面だけではな く,床 にもエンカウスティーク(encaustic)・ タイルと呼ばれ

る象嵌 タイルが使われているものもある。 タイル以外には,階 段の手摺や手摺子装飾,窓 や各

住戸の玄関の ドアにはステンドグラス等が使用され,通 路でありながら豊かな空間を作 り出し

ている。

壁面の装飾タイルは共同入口から2階 まで,高 級テナメン トでは最上階まで続いている。テ

ナメン トの共同入 口はこの地域では伝統的に ドアがないため8),そ の入口か らす ぐに続 くタイ

ルの彩 りを外か らも見 ることがで きる(図3)。 また,そ のタイル壁面 は雨の多いこの地方に

おいて,降 り込む雨か ら壁の腐敗 を防ぎ,汚 れ も拭 き取 りやすい特性 をもっている。 こうした

耐水的特性か ら,タ イルはグラスゴーのような大気汚染のひ どい工業都市の建築装飾 として も

推奨 されている9)。そして,通 路 という広範囲にわたる場所でのタイルの使用は,生 産の産業

化 とそれに伴う低価格化によって可能 になった と考えられる。しかし,当 時のタイルに対する

認識は,こ うした実用的特性 よりも,特 にその装飾的特性 に置かれていたようである。当時の

テナ メン トの広告 には,聞 取 りや設備 の説明 とともに 「美術タイルのある室内装飾(Art

TiledInteriors)'°)」 とい うような表現 が現れ,共 同通路 に関 して も 「タイルのある通路

(TiledCloses)11)」 という点が強調 されてお り,タ イルがテナメン ト住宅の一っのアピー

ル ・ポイン トであったことがわかる。また,タ イルに 「美術(art)」 という言葉がついている

点は,タ イルが住空間に何か芸術的要素 を提供するものと認識 されていた ことを示してお り,
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こうした状況は,生 活の中に芸術的要素を取 り入れていこうとする当時の気運 を反映 している

と言える。

ウィリアム ・モリスや彼の思想 を継承 ・発展 したアーツ ・アンド・クラフツ運動をはじめ,

クイーン ・アン運動等は,住 空間における美的要素の重要性 を唱え,こ うした気運 とともに美

術家具,美 術陶器等,「 美術」や 「芸術的」 と付 く言葉や製品が生活の中に現れて きていた12)。

また,か つては同じ場所 にあった職場 と生活空間が産業革命後 に分離 し,「仕事場」が工場,

オ フィス,店 等に移 り,「家」 は食べ る,寝 る,子 育て,く つろぎ等の生活の場 と化 していっ

た。そして,住 まい としてどのような 「家」 を形成す るかが問われ,家 に対する様々な概念や

特性が打ち立てられてきていた。室内装飾に関しては,当 時の家具商 は 「住まいを美しく」 を

モッ トー13)に,様 々な室内装飾のサンプルを提示 し,ホ ーム ・メイキングに対する関心を高 め

ていた。また,多 くの装飾マニュアルやインテリア雑誌 も出版され,こ の時代のテイス ト ・メ

イカー として,美 しい住 まいづ くりのアイデアを掲げていた。タイルに関 しても,い くつかの

本が言及 してお り14),テイス ト・メイカーの第一人者であるチャールズ ・イース トレイクも,

タイルが 「……(一 般家庭 の)装 飾手段 とな りつっあり(中 略),美 しさと耐久性 と廉価性か

らも,そ れに比肩するものはない15)」と述べている。一方,実 際 「家」をつ くる側 として,当

時のハ ウス ・メイキングの風潮に最 も関心を寄せていたのが家庭の主婦であった16)。(図4)

のウォルター ・クレインの挿絵は,当 時の唯美主義者の 「芸術的」調度品のシンボルであった

物品を背景 に,そ うした主婦を描いたものである。そこには染め付 け磁器や日本の うちわ とと

もに,暖 炉 には装飾タイルが描かれてお り,タ イルが当時の 「芸術的」 と言われる室内装飾の

一つであったことがわかる。 こうした時代状況から考えて も,タ イルが当時模索されていた新

しい生活空間を形成するものの一つであり,し かもそれが単なる材料ではな く,芸 術的要素を

加味するもの としてとられ られていたことがわかる。ワリー ・クロースのタイル も,質 の差 こ

そあれ,同 様の認識で採用されたと考えられ る。

では次に,当 時のワリー ・クロースの実際的状況を最 もよく示す例の一つ として,中 産階級

のテナメントが建ち並ぶグラスゴーのハインランド(Hyndland)地 区を取 り上 げてみたい。

現在 ここは建築保護地区に指定 され,取 り壊 しか らも保護 されており,グ ラスゴーの公記録保

管所 には建築図面 も残 されている17)。この地 区には,合 計161の クロースが存在 し,そ の殆 ど

にタイル装飾が施 されている。 また,こ の地区のテナメントの建設期間(1898年 一1910年)は,

タイル産業の絶頂期 とほぼ一致し,現 存するワリー ・クロースか ら装飾タイルの最 も充実 した

状況を把握することがで きる。
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2.ハ インランド地区におけるワリー ・クロース

2-1ハ インランド地区について

ハインラン ドは,地 理的には,グ ラスゴーのウェス ト・エン ド(WestEnd)に ある。ウェ

ス ト・エンドとは,ロ ン ドンの街に象徴 されているように,中 央より西に位置 し,富 豪の邸宅

や大商店,公 園等があり,そ この住人の豊かさを反映 している地域である。逆 にイース ト・エ

ン ド(EastEnd)と 言 えば,下 層民街や工業地区になる。 こうした地域による社会的差異は

グラスゴーにも同じように存在 していた。グラスゴーは,ヴ ィク トリア時代の繁栄 とともに,

街 も西部,南 部へ と拡張 し,住 宅地 として開発 された。拡張する道路沿いにテラス ・ハ ウス

(terracedhouse)が 建 ち並び,道 路か ら少 し奥 まった所に戸建住宅(detachedhouse)や

二戸連続住宅(semi-detachedhouse)が 点在 し,緑 豊かな公園も見 られる。 こうした郊外に

向けての住宅開発 は,仕 事場 と環境の異なる静かな土地に 「家」 をもつ とい う当時の中産階級

の理想が映 し出されている。グラスゴーのウェス ト・エン ドはその典型的な場所である。

ハインランドのテナメント開発は,中 産階級向けとして建設 されたが,そ のランクは高級 に

位置づけることができる。それは前述の立地場所からの判断の他 に,建 築図面に記載されてい

るサインを調べてみると,当 時多 くの高級テナメントを手掛 けた建築家ジョン ・キャンベル ・

マックケラー(JohnCambellMacKellar)の 事務所18》が,こ の地区のテナメント38棟のうち

21棟 をデザインしているからである。さらに,図 面か ら各住戸の間取 りをみてみると,応 接間,

ダイ三ング ・ルーム,客 間(パ ーラー),2～3の ベ ッド・ルーム となってお り,当 時最高級

と言われたテナメン トの聞取 りとほぼ一致 し,広 告にはこれ らのテナメン トを 「ハイ ・クラ

ス」 として売 り出しているis)。また,台 所には召使いの部屋も設けられてお り,20世 紀初頭ま

でには召使いを雇 う傾向はなくなりつつあったが2°),19世紀中頃は平均的中産階級は召使 いを

雇 っていたこと21)から,こ この住人は中層以上の中産階級 と推測することがで きる。

2-2ハ インランドのワリー ・クロースの全体的状況

クロースの壁面は,こ の地区の全 クロース161の うち約90%が タイル装飾であった(一 部木

製パネルの壁 となってい るものがあった)。 そのタイル壁面が何階まで続 ぐかを調べてみると,

65%が2階 まで,29%が 最上階まで,そ して6%が1階 だけという結果が出た。最上階まで続

くものの立地場所を調べてみると,商 店等が建ち並ぶメイン ・ス トリー トに最 も近い便利な場

所,あ るいは,こ の地区の地理的中心 にあり,ロ ーン ・ボーリング(芝 生の上で木球をころが

す球技)場 の豊かな芝の眺めや公園の緑を臨むことのできる場所である。 また,そ れらの間取

りは,応 接間,ダ イニング ・ルーム,客 間(パ ーラご),2～3の ベッド・ルーム,食 器洗い

場 と召使いの部屋のある台所,と いうようにかな り広 くなっている。一方,タ イル壁面が1階
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のみのテナメン トは,鉄 道線路沿いに建 ち並び,こ の辺 りは,騒 音,大 気汚染等があ り,他 に

比べて決 して良い条件 とは言えない場所である。間取 りも,客 間,ベ ッド・ルーム1,ベ ッド

付台所で,前 者 と比べて狭 くなっている。従って,ワ リー ・クロースのタイル壁面の範囲は,

テナメン トの質の差異 も暗示していると言える。

使われているタイルは,ハ インラン ドをはじめこの地域の殆 どが,ス タッフォー ド州やシュ

ロップ州に代表される中部イングラン ドの窯業地で生産 された ものであった。表面の装飾のみ

この地域 で施 された もの も一部存在 しているが,少 なくとも素地に関してはグラスゴー以外の

地域で生産 されていたことは確実である。グラスゴーのタイルの生産地 については,稿 を改め

ることにしたい。

2-3タ イルの装飾技法

ワリー ・クロースで使われているタイルは,粉 末状の粘土をプレス機にかけて圧縮 してつ く

る粉末圧縮法(1840年 頃開発)に よって成型されたものである。釉薬はマジ ョリカ紬 と呼 ばれ

る透明色鉛釉が使用されている。マジョリカ粕は,1850年 頃製陶会社 ミン トンによって開発さ

れた ものである。技法は全 く異なるが,イ タリアのマヨリカ陶器を手本 としたため,マ ジョリ

カ という商品名が付いた22)。はじめは ミントンの商品名であったこのマジョリカ という言葉は,

やがて透明色鉛釉をさす言葉 として広 く使われるようになった。このマジョリカ粕の開発 によ

り,タ イルの光沢 と色彩感が増 し,近 代のタイルの装飾性 をよ り豊かなものにさせた と言 え

る23)。このマジョリカ釉の中で,ワ リー ・クロースの無地のタイルには,緑 系のものが圧倒的

に多い。世紀転換期 の装飾芸術 に緑色が多 く使われていたことは,こ れまで も指摘 されてい

る24)。ドイツの建築家 ・デザイナー,ヘ ルマン ・ムテジウスも 『イギ リスの建築』の中で,イ

ギリスのタイル装飾の緑色について,他 の物 と調和 しやすい点をあげている25)。また,前 掲の

図6図7チ ューブ ・ライ ンの技 法を

図5浮 き彫 りタ イル チ ューブ ・ライ ン ド・タイル 機械化 した タイル
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イース トレイクも調和性のある色 として緑や茶系の色 をあげている26)。ワリー ・クロースの緑

色の無地のタイルは,文 様のあるタイルと調和しやす く,ま た,華 やかな文様タイルとともに

使 って も,住 空間 として落ち着きを保つことがで きるため,多 く採用された と考えられる。

文様表現の技法 としては,(図5)の ような押 し型 により,浮 き出し模様をつ くる浮き彫 り

タイル(embossedtile,reliefpressedtile)が ある。 これは成型段階で,プ レス機の片側に

浮 き彫 りを形成する文様が彫 り込まれてお り,成 型 と同時に文様 も形成されるものである。 こ

うした浮 き彫 りタイルの殆 どは,一 色のマジョリカ釉で仕上 げられているが,レ リーフ装飾の

凹部に釉薬が溜 ることにより,一 色であ りなが ら濃淡 の変化が生じている。他には,手 仕事に

よる装飾タイルも観察できる。その一つが,チ ューブの細い先端から粘土を絞 り出して文様の

輪郭 を描 くチュー ブ ・ライン ド・タイル(tube-linedtile)で ある(図6)。 この技法 は手工

芸的要素をもち,ア ーツ ・アン ド・クラフツ運動の思想を背景に,19世 紀末頃から陶器の装飾

技法 として流行 した ものである。 しかし,こ の技法 は手間がかかったので,こ れを機械化 した

タイル も生産 されるようになった。それは,文 様の輪郭を陰刻 した型にタイル素地 をプレスし

て,チ ューブから搾 り出 してで きるような堆線 を作る ものである(図7)。 これは機械 プレス

により画一的な堆線が形成 されるものの,チ ューブ搾 りの搾 り加減等による太さの違いや,手

仕事による柔らかみのある線は表れていない。 しかし,手 描 きであれ,機 械プレスであれ,こ

れらのタイル装飾は,堆 線 により文様に区画がで き,そ の区画により,隣 りの釉薬が混ざり合

わないため,一 枚のタイルに複数の色釉 を使うことができる。従 って,浮 き彫 りタイルの濃淡

効果 と違 って,多 色の色彩効果を出している。他に,こ の時代に人気があった技法 として転写

印刷があるが,そ れによる装飾タイルはワリー ・クロースには見ることができなかった。これ

は,静 止 よりも歩行等の運動が中心になる通路 という空間において,移 動 しなが ら視界に入る

ものは,転 写印刷タイル等の繊細な文様表現よりも,は っきりとした輪郭の凹凸のある装飾タ

イルが適 していると考 えられ,こ の点は通路におけるタイル装飾の特性 としてあげておきたい。

2-4文 様のモチーフ

文様のモチーフは,ゴ シック調のものや,中 世 を思わせるガリオン船,唐 草文様,そ してク

ラシック調のもの等の過去の歴史文様 を応用 したものがあるが,文 様の中で も大半 をしめてい

るものは,植 物をモチーフとした文様である。19世 紀 は,人 々の自然に対する関心が高まった

時代であった27)。そして,新 しいデザインの源泉 として も 「植物」が取 り上げられ28),そ れを

どのように装飾 として表現してい くかについて論 じられた時代でもあった。19世 紀後半から各

地で設立 したデザイン学校 も,過 去の歴史文様の研究 とともに,自 然(植 物)研 究に重点が置

かれていた29)。また,植 物は当時の新 しい装飾デザインの霊感源であっただけでな く,壁 面装
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飾 として も,採 用されやすいものであった点があげられる。モ リスは植物を題材にした平面装

飾 を最 も得意 としたデザイナーであったが,彼 は壁面装飾論の中で,壁 面装飾は 「一般の人々

が発展 させることができるイマジネーシ ョンを伴 うのにあまり難 しい ものであってはならな

い3°)。」,「何か我々が受 け入れることので きるもの31)」であるべ きことを述べている。公共建

築やオフィスが歴史装飾で威厳を示していた ことに対 し,「家」へ と導 くワリー ・クロースの

装飾は,「 植物」 をモチー フとした ものが受け入れやす く,そ れは,精 神的緊張感 をほ ぐす

「家」のイメージと深い関わ り合いがあるもの と考えられる。この関係 に関しては今後 も探求

したい点であるが,本 稿では住居の装飾 に植物文様が圧倒的に多か った点を強調す るに とどめ

ておきたい。

2-5装 飾 デ ザ イ ン的 変 遷

こ の 地 区 の ワ リー ・ク ロ ー ス の装 飾 デ ザ イ ン的

変 遷 は,テ ナ メ ン トが建 て られ た順 に ワ リー ・ク

ロー ス を観 察 す る こ と に よ り把 握 す る こ とが で き

る。 最 初 に 建 て られ た棟(1898年)の ク ロー ス の

タ イ ル の文 様 は,ゴ シ ッ ク調 の もの や唐 草 文 様 が

目立 つ(図8)。 そ し て 一 枚 一 色 の マ ジ ョ リ カ釉 図8ゴ シ ック調の タイル

に よ る浮 き彫 りタ イ ル が殆 どで あ っ た 。 色 は,褐 色,茶,緑,ト ル コ ブル ーが 主 で あ る。 他 の

ク ロー ス装 飾 は,床 の エ ンカ ウ ス テ ィー ク ・タ イ ル,階 段 の大 理石 の 平 板,木 彫 り装 飾 を施 し

た 階段 の欄 干,そ して踊 り場 の ス テ ン ドグ ラ ス の 窓 等,非 常 に 重 厚 な 趣 を みせ て い る。 この 時

期 の ワ リー ・ク ロー ス は,タ イ ル を は じ め,他 の イ ンテ リア装 飾 も ゴ シ ッ ク ・ス タ イ ル を基 調

と して い る もの が 多 い が,所 々 古 典 調 の モ チ ー フ も見 られ,ヴ ィ ク ト リア 朝 特 有 の 折 衷 的 要 素

が観 察 で き る。

新世 紀 を迎 え,1902,3年 頃 に な る と,ワ リー ・クn一 ス は,初 期 の 重 厚 な趣 と打 っ て 変 わ

って,明 る く,派 手 や か な もの が 目立 っ て くる。(図9)は,1902年 頃 の もの で あ るが,タ イ

ル の種 類 は 最 も多 く,色 の ヴ ァ リエ ー シ ョン は,前 に挙 げ た色 に加 えて,水 色,オ レ ン ジ,黄

色,ピ ン ク が 現 れ,タ イ ル 壁 面 の 高 さ も最 大 値 を マ ー ク して い る 。 そ して,床 の タ イル の 色 数

も多 く,複 雑 な パ タ ー ンを 形 成 し て い る。 これ は タ イ ル 産 業 が,技 術,装 飾 表 現 と も充 実 し た

状 況 が 表 れ て い る もの と言 え る。 また,採 用 す る 方 も,新 世 紀 の 到 来 と と もに,次 々 と新 し い

装 飾 を躊 躇 す る こ とな く受 け入 れ て い った よ うで あ る。 しか し,そ れ らの い くつ か は,華 や か

な 感 じは あ る が,装 飾 効 果 の 高 い もの を貼 集 め た とい う印 象 も与 えて い る32)。 また,こ の 時 期

に な る と,(図10)に 見 られ る よ う な パ ネ ル形 式 の装 飾 タ イ ル が 現 れ て く る。 これ は タ イ ル4,
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図9ク ロース装飾(1902年頃)図ioパ ネル形式の装飾タイル 図lIT字 型タイル

5枚 で 一 っ の 文 様 を構 成 し,装 飾 ボ ー ダ ー の 下 の 通 常 は無 地 の 部 分 に等 間 隔 に は め込 ん で い く

もの で あ る 。 従 って タ イ ル 壁 面 の文 様 装 飾 面 積 が 増 え て い る 。 また,文 様 表 現 と して植 物 の ア

ー ル ・ヌ ー ヴ ォー 調 の文 様 が 現 れ は じめ て い る
。 一 般 に ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォ ー調 の 文 様 は,装 飾

タ イ ル にお い て は1897年 頃 か ら現 れ は じ め,20世 紀 に入 った 頃 か ら特 に人 気 が 出 て きた と言 わ

れ て い る33)。ハ イ ン ラ ン ドの ワ リー ・ク ロ ー ス で は,1902年 頃 か ら現 れ て い る。 そ して そ の 特

徴 は,植 物 の 花 の 部 分 とい う よ り も,葉 や 茎 の 変 形 と言 え る。(図10)の よ う に直 線 の 中 に,

大 胆 な茎 の カ ー ヴ を取 り入 れ,文 様 の ア ク セ ン トをつ け て い る。 この 時 期 か ら アー ル ・ヌ ー ヴ

ォ ー 調 の文 様 が ハ イ ン ラ ン ドで も主 流 とな り,1904,5年 に は,(図11)の よ う なT字 型 の ス

タ イ ル で,か な り抽 象 化 され た デ ザ イ ン が現 れ て くる 。正 方 形 タ イル を基 本 とす る 中で,こ う

し たT字 型 を は じ め,縦 長 の 装 飾 タ イ ル が 多 い 点 も この時 期 の 特 徴 で あ る。 また,技 法 と して

は,チ ュー ブ ・ラ イ ン に よ る装 飾 や それ を模 した 機 械 プ レス に よ る装 飾 が 中 心 とな って きて い

る。 従 って それ に よ り色 彩 感 も増 して い る。

1906年 頃 か らは,グ ラス ゴ ー派 の 薔 薇 装 飾 を想 起 させ る装 飾 タ イル(図12)が 盛 ん に採 用 さ

れ て い る。 グ ラ ス ゴー 派 はC.R.マ ッ キ ン トッ シ ュ や彼 を含 む4人 組(TheFour)を 筆 頭 に,

19世 紀 末 頃 か ら前 衛 的 な 活 動 を展 開 して い た 。 そ し て彼 らの 活 動 は,1901年 に グ ラ ス ゴ ー で 行

わ れ た 万 国 博 覧 会 を は じ め,グ ラ ス ゴ ー 派 の デ ザ イ ン に よ る ミセ ス ・ク ラ ン ス トン(Cather-

ineCranston)の い くつ か の テ ィー ・ル ー ム を通 して,徐 々 に民 衆 に も知 られ る よ う に な っ

た34)。 また,グ ラ ス ゴー 派 の代 表 的 デザ イ ナ ー が 所 属 す る家 具 製 造 会 社 ワ イ リー ・ア ン ド ・ロ

ヘ ッ ド(Wylie&Lochead)は,彼 らの デ ザ イ ン に よ る 中産 階 級 向 け の 家 具 を売 り出 し ,カ

タ ロ グ も流 布 して い た 。 グ ラ ス ゴー 派 の 装 飾 デ ザ イ ン の 中 で,薔 薇 は様 々 な作 品 に現 れ,厂 グ

ラ ス ゴ ー ・ロ ー ズ 」 とい う名 も付 け られ て い る35)。(図12)の タ イ ル の 文 様 が グ ラ ス ゴ ー ・ロ

ー ズ を思 わ せ る所 以 は
,花 の輪 郭 が 円や 四 角 を変 形 した形 態 を もち,そ の 内側 を分 割 し て花 弁
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図12薔 薇文様のあるタイル(1906年頃)図13テ ナメントの室内装飾

とす る文 様 表 現 や,茎 の 直 線 的処 理,そ して,少 し薄 味 が か った ピ ン ク 等 の 色 彩 は,グ ラ ス ゴ

ー 派 の作 品 に頻 繁 に用 い られ て い る表 現 で あ るか らで あ る
。 また,こ う した タ イル が 使 わ れ て

い る 時期 の テ ナ メ ン トの 室 内装 飾 をみ る と,つ く り付 け食 器 棚 に は,四 角 の く り抜 き装 飾,暖

炉 に は,最 上 部 の 突 出 し た コ ー ニ ス状 の 装 飾 や 左 右 の 固 定 座 席 が 観 察 で き(図13),グ ラ ス ゴ

ー 派 の 家 具 デ ザ イ ン の特 徴 と呼 応 す る36)
。 従 って,(図12)の タ イ ル デ ザ イ ン も,グ ラ ス ゴー

派 の薔 薇 装 飾 との 関 連 を考 え る こ とは可 能 で あ る し,直 接 的 に関 与 して い な く と も,グ ラ ス ゴ

ー 派 の ス タ イ ル や そ れ に類 似 した もの が 一 般 に も取 り入 れ られ て い る状 況 は確 認 で き る
。 テ ナ

メ ン トは 当 時 の新 しい 住 宅 ス タ イ ル で あ り,中 産 階 級 の新 しい 生 活 像 が 現 れ て い る と こ ろで も

あ る。 そ うい っ た と こ ろ に前 衛 デ ザ イ ンが 反 映 され て い る こ と は,当 時 の状 況 と して特 筆 す べ

き点 で あ る。

一 方
,ク ロ ー ス 全体 の 装 飾 を み て い く と,テ ナ メ ン ト建 設 の 最 終 段 階 に進 む につ れ て,1902,

3年 頃 の過 剰 性 は お さ ま っ て い る こ と に気 づ く。 具 体 的 に は,床 の タ イ ル は 消 え,テ ッセ レー

シ ョン と呼 ばれ て い る小 石 を ち りば め た よ うな床,あ る い は,単 純 に コ ンク リー ト仕 上 げ の 床

とな っ て い る。1910年 頃 に は,階 段 の 手 摺 子 装 飾 も,多 くが 鋳 鉄 に よ る単 純 な デ ザ イ ン の もの

とな っ て い る。 こ う した 過 剰 な装 飾 が お さ ま っ て い く傾 向 は,新 世 紀 に 向 け て の イ ギ リス 全 体

の 風 潮 で もあ り,同 時 代 の 著 名 デ ザ イ ナ ー の 作 品 を は じ め,当 時 最 も影 響 力 の あ った 雑 誌 『ス

テ ユ ー デ ィオ 』 の論 評 を 通 して も,シ ン プル な デ ザ イ ン を推 奨 して い く動 きが観 察 で き る37)。

しか し,ワ リー ・ク ロ ー ス に み られ る装飾 表 現 の変 化 は,こ う した 風 潮 の表 れ とい う よ り も,

経 済 不 況 や住 宅 ス タ イ ル の 変 化 に よ る もの と考 え られ る。 グ ラ ス ゴー の ハ イ ク ラ ス ・テ ナ メ ン

トは,不 況 の あ お りを 受 け そ の建 設 を1910年 代 に休 止 して い る。 また,こ の地 区 の 開 発 を手 掛

け た 一 人 で あ る ジ ョン ・マ ック タ ガ ー ト(JohnMactaggart)も,開 発 内 容 を コ テ ジ ・タ イ

プ の 住 宅 建 設 に移 行 して い た38)。 ワ リー ・ク ロ ー ス の 装 飾 は,こ う し た状 況 の反 映 と と もに,

テ ナ メ ン ト建 設 の黄 金 時 代 の 終 わ りも暗 示 して い る 。
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以 上 の よ う な点 が,ハ イ ン ラ ン ド地 区 の ワ リー ・ク ロ ー ス の 状 況 で あ り,類 似 し た点 は他 の

地 区 の 中 産 階 級 の テ ナ メ ン トに も観 察 で き る。 そ う した 中 で,こ れ まで の もの とは異 な った 様

相 を 示 す ワ リー ・ク ロ ー ス が グ ラ ス ゴー 近 郊 の グ リノ ッ ク(Greenock)に 存 在 し て い た 。 そ

こに は,確 実 に この 地 方 で 表 面 装 飾 が 施 され た タ イル に よる ワ リー ・ク ロ ー ス が 観 察 で き る。

そ れ を 最 後 に取 り上 げ,ハ イ ン ラ ン ドに見 られ た よ うな状 況 と比 較 し,そ れ の 意 味 す る と こ ろ

も考 え て み た い。

3.地 方 の タ イ ル ・デ コ レー タ ー に よ る ワ リー ・ク ロー ス

グ リ ノ ッ ク は,ク ラ イ ド(Clyde)河 口 の南 岸 に位 置 す る街 で あ る。 ク ライ ド川 は グ ラ ス ゴ

ー を は じ め西 部 ス コ ッ トラ ン ドの 繁 栄 に 欠 か せ な い もの で
,こ の 河 口 に は,造 船 を は じめ とす

る工 場 が 建 ち並 び,商 業 に お い て は国 内 外 の 玄 関 口 で もあ った 。 ク ラ イ ド川 は,グ ラ ス ゴー の

栄 華 を象 徴 す る もの で あ り,そ の 沿 岸 に位 置 す る ク リノ ック も,ヴ ィ ク ト リア 時 代,造 船 業 を

中心 に 栄 え た街 で あ る。 この街 は,労 働 者 の 多 い と ころ で あ った が,街 の ウ ェス ト ・エ ン ドに

は,豪 邸 も点 在 して お り,豊 か な タ イル 装 飾 を もつ テ ナ メ ン ト も多 く見 られ る。 そ う した地 区

に,ク ラ イ ド河 口 を臨 む よ うな か た ちで,テ ナ メ ン トが い くつ か 建 ち並 ん で い る。 そ の 内 の2

棟 の4つ の ワ リー ・ク ロ ー ス は,こ れ ま で 取 り上 げ て き た もの とは異 な った様 相 を呈 して い る。

ワ リー ・ク ロ ー ス の 基 本 構 成 は 同 じで あ るが,タ イ ル の装 飾部 分 に は,ま さ に そ こか ら眺 め る

こ との で きる ク ライ ド河 口 の風 景 が 描 か れ て い る(図14,15)。

タ イ ル 壁 面 は 入 口か ら最 上 階 まで 続 き,そ れ に よ って形 成 され る帯 状 に 続 く装 飾 ボー ダ ー に,

川 の風 景 が延 々 と表 現 さ れ て い る。 装 飾 技 法 は,チ ュー ブ ・ラ イ ン ≒絵 付 け装 飾 の 組 合 せ で あ

る。 つ ま りす べ て 手 仕 事 で あ る。 タ イ ル に描 か れ て い る よ う な風 景 を現 在 も実 際 に見 る と とが

で き,細 か い ス ケ ッチ に基 づ き製 作 して い た こ とが わ か る。 描 か れ て い る長 く続 く川 の風 景 は,

帯 状 に続 くタ イ ル ボー ダ ー に適 し た モ チ ー フ で あ り,ワ リー ・ク ロ ー ス の 特 性 と装 飾 モ チ ー フ

図isダ ン カンに よる装飾 タイル 図15ダ ン カンに よる装飾 タイル
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の特性 とをうまく融合 させている。 さらに,装 飾はタイルボーダーの構造に従って施 されてい

る。(図15)に 見 られるように,複 雑なカーヴにも,風 景の連続性を破壊することな く表現 さ

れている。 こうした点は,他 のテナメントのタイル装飾 には見ることができない要素である。

他のテナメントのタイルは,生 産(装 飾)段 階では,そ のタイルがどこに貼 られるかはわから

ない。一方,こ こに見 られるタイル装飾 は,貼 られる場所のプランに基づいて施されている。

これらのワリー ・クロースは,グ ラスゴーのタイル業者 ジェームズ ・ダンカン ・カンパニー

(以下ダンカンとする)に よって,1900年 頃制作 ・施工されたものである39)。ダンカンは,タ

イル販売 ・施工,そ して中部イングラン ドの大手タイル製造会社の代理店 として,早 い時期か

らグラスゴーを中心に活動 していた。 この会社 は代理店 としての機能を活かして,素 地だけの

ものを購入 し,独 自のデザインで装飾 してい くデコレーターとしての仕事 もしていた4°)。グリ

ノックのワリー ・クロースには,ダ ンカン独 自の装飾デザインであるという証 とLて,装 飾面

の端 に"J.DUNCANLTD.GLASGOW"と チューブ搾 りの技法でサインを入れている。前

述のように,グ ラスゴーやその周辺地域はタイルの需要は相当高かったにもかかわらず,グ ラ

スゴーでは生産 されてお らず,殆 どが中部イングランド製のものであった。 これまで取 り上げ

て きたタイルの状況からも明かなように,そ のヴァリエーションに富んだ表現 とスケールの大

きさは,中 部イングランドのタイル産業の進展ぶりと優れた生産力を示 している。しか し,そ

うしたタイルが大量に,そ して確実に普及 して くると,今 度はダンカンのワリー ・クロースの

ように,差 異性を求めた表現が現れてきている。タイルの差異性 とは,主 にその表面装飾 に起

因するわけで,タ イルの生産過程を全面的に独自のものにする必要はない。従って,タ イルの

素地生産に対 しては中部イングラン ドの卓越 した技術 と生産力に依存 し,装 飾をオリジナルと

するダンカンのような仕事が浮かび上がって くる。ハインラン ドに見 られたような状況が,装

飾タイルの確実な普及を物語 るものであるならば,ダ ンカンの行 ったワリー ・クロースのタイ

ル装飾 は,何 か差異性を出していこうする動 きのあらわれと言えるであろう。そこにおいては ,

当時量産のタイルが大半をしめる中で,量 産では表現 しきれない繊細な手仕事の妙を発揮 し,

同じ文様 を繰 り返し並列するのではなく,入 口から最上階までで一つの情景を表 し,さ らにそ

の情景がこの地域の住民の誰 もが認識できるものが表現 されている。 こうした状況は,近 代装

飾タイルの絶頂期のもう一つの様相 を表 してお り,か つ,装 飾 タイルが普及し,装 飾 も何かあ

りふれたものになっていく中で,タ イルの特性の一つである装飾的価値を再認識させるもので

ある。

おわ りに

以上,一 般住宅における装飾タイルの一例であるワリー ・クロースを取 り上 げてきた。その
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中 で,装 飾 タ イ ル に関 す るイ ギ リス近 代 の 特 徴 は,そ れ が 「艶 」 と 「多 色 」 の 世 界 を提 供 した

点 に あ る 。 特 に色 鉛 釉 の 開 発 に よっ て生 ま れ た マ ジ ョ リカ ・タ イ ル は,そ の世 界 の構 築 に重 要

な位 置 を しめ る もの で あ った 。 こ う した 効 果 を もつ タ イ ル は,暗 く どん よ り とし た西 部 ス コ ッ

トラ ン ドの 天 候 に,一 層 暗 くな るテ ナ メ ン トの 通 路 を,壁 面 保 護 と と も に,明 る く彩 って い た 。

また,装 飾 タ イ ル の 絶 頂 期 に は,ダ ン カ ン の よ うな差 異 性 を出 してい く表 現 も現 れ,そ こ に は

この 地 域 の ア イ デ ン テ ィテ ィー を盛 り込 ん で い こ う とす る動 き もみ られ た 。

本 論 で 対 象 とした ワ リー ・ク ロー ス の よ うな タ イ ル 装 飾 の現 れ は,流 行 や 時 代 の 豊 さ,ま た,

タ イ ル 産 業 の 進 展 を物 語 るだ けで は な く,通 路 とい う共 同 の 空 間 にお い て も彩 って い こ う とす

る,こ の 時代 の 装 飾 へ の 関 心 を示 して い る。 そ の 中 の い くつ か の 表 現 は,装 飾 ス タ イ ル が ば ら

ば らで あ った り,単 な る貼 り集 め とい った 要素 も観 察 で きた 。 しか し,か つ て は貧 相 で あ った

空 間 に装 飾 的 な も の を取 り入 れ て い っ た 点 は,豊 か な 住 環 境 づ く りの高 ま り と,家 の 中 に も

「芸 術 的 」 要 素 を も り込 ん で い こ う とす る この 時 代 の気 運 を示 して い る。 そ して そ の 中 で 使 わ

れ て い る タ イ ル は,実 用 目 的以 上 の も の 牽 意 味 し,そ の 装飾 的 特 性 に価 値 が 置 か れ て い た と言

え る。 また,当 時 の こ う した 「芸 術 的 」 要 素 は社 会 的 ス ノ ッ ビ ズ ム も含 んで い る41)。タ イ ル に

関 して は 「中産 階 級 の テ ナ メ ン トに は ワ リー ・ク ロ ー ス が あ る」 とい う言 伝 えが,そ れ を象 徴

して い る。

近 代 装 飾 タ イ ル は,タ イ ル に よ る表 現 の 可 能 性 を広 げ る と と も に,住 宅 の 中 で の それ は,豊

か な 住 空 間 を表 現 す る一手 段 で もあ っ た 。 タ イ ル の 耐 久 性 と退 色 し な い とい う特 性 は,時 代 の

刻 印 とな って,そ の様 子 を現 代 の我 々 に伝 えて い る。 そ して,本 論 で 対 象 と した ワ リー ・ク ロ

ー ス は
,今 で もテ ナ メ ン}の 通 路 を彩 る もの と して 存 在 し,現 代 の 生 活 の 一 風 景 を もつ く りだ

して い る。
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